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はじめに 

  

 

 

甲賀市小中学校教育のあり方審議会では、前年度に「より良い教育環境のあり

方」について学校規模の基本的な考え方に関しての提言をまとめました。今年度

は引き続き本市の将来を見据えた中で、変化する社会情勢に柔軟に対応できる子

どもたちを育成するためのより具体的な教育環境について、学校の視察等を通

して子どもたちの様子や思いにも触れながら、審議を重ねてまいりました。 

審議会では、「ともに学び ともに育ち ともに生きる」という甲賀市の教育

目標の実現のため、教育の内容と方法のあり方をさまざまな視点から審議し、４

つのテーマについて提言にまとめました。 

甲賀市の未来を担う子どもたちが、時代の変化に柔軟に対応しながらたくま

しく生きるためには、これまでの議論の経過も十分に踏まえ、この提言内容を基

に新しい学校づくりを含めた教育施策に取り組まれることが有効であると考え

ます。 
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審議経過 

 ＜審議会開催＞ 

〇 第５回会議（令和４年４月２６日（火）） 

【内容】令和４年度の審議について 

〇 第６回会議（令和４年６月７日（火）） 

【内容】特色を活かした地域学の取り組み、時代に即した学校指導体制

のあり方について（審議）、甲賀市の小中連携・一貫教育の取り

組みについて 

〇 第７回会議（令和４年８月９日（火）） 

【内容】時代に即した学校指導体制、小中一貫教育のあり方について 

（審議） 

〇 第８回会議（令和４年９月２６日（月）） 

【内容】教科担任制、ICT 教育、小中一貫教育のあり方について（審議） 

〇 第９回会議（令和４年１０月２４日（月）） 

【内容】地域学のあり方について、提言内容について（審議） 

〇 第１０回会議（令和４年１１月１４日（月）） 

【内容】提言内容について（最終とりまとめ） 

〇 提言書提出（令和５年１月２３日（月）） 

  【令和４年度提言書提出】 

 

＜視察＞ 

  〇 第３回視察（令和４年５月３１日（火）） 

【視察先】土山小学校  

【内 容】地域学の取り組みについて 

土山小学校の生活環境、学習環境、意見交換 

  〇 第４回視察（令和４年７月５日（火）） 

【視察先】宇治黄檗学園  

【内 容】小中一貫教育の取り組みについて 

宇治黄檗学園の生活環境、学習環境、意見交換 
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提  言 

 

  本審議会は、甲賀市における教育の今後を見据え、必要なことについて４点提

言いたします。 

 

 

１ 小学校教科担任制について 

子どもたちの生活や学びの環境が多様化する中で、一人ひとりの良さを認め

つつ、確かな学力を身に付けるためにより一層多くの教員の関わりが必要です。 

複数の教員が各児童に関わることで、個々の学習や生活の様子をより多角的

に把握・理解して、指導にあたることができ、児童の学力および学びに向かう

意欲の向上も期待できることから、これらの実現のために教員の専門性と多く

の教員が各児童に関われる小学校教科担任制が実施されることが望ましいと考

えます。 

 

 

２ 時代に即した学校指導体制について 

２１世紀の社会において、今後ますますＩＣＴの活用が推進されていく中で、

子どもたちには「個別最適な学び」と「協働的な学び」を両立させていく方法

を取り入れる必要があります。 

子どもたちがＩＣＴに慣れ親しむために、甲賀市においては「一人一台タブ

レット」の導入も完了し、すでに活用しています。また、「ＡＩドリル」や「電

子黒板」等の導入も進む中、ＩＣＴ教育のメリットを最大限に生かし、「個別最

適な学び」を推進するなど、効果的に活用することが望まれます。 

併せて教室の中でみんなが直接顔を合わせて互いに意見を交わすなど、大勢

の人間関係の中で学んでいく「協働的な学び」の場を引き続き確保することも

必要であると考えます。 
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３ 地域学について 

いつの時代においても人を愛し、地域を愛する人材が求められています。甲

賀市では、これまで各小中学校において、それぞれの校区ごとの自然、歴史や

文化、特色ある地域の産業などを教材化して地域学を教育活動全体を通じて取

り組んできました。子どもたちの郷土愛や多様な考え方を養うためには、計画

的・継続的な地域学の実践にむけた教育計画が必要です。 

今後も、これまで自分が気づかなかった地域の良さや課題について考え合い、

その学びを通して、地域の一員であることを自覚させるとともに、将来にわた

って地域の伝統や文化を継承していく気持ちを育むことができるよう、地域学

をさらに、広く深く充実させることが重要であると考えます。 

 

 

４ 小中一貫教育について 

小学校と中学校における９年間の学びで目指す子どもたちの姿を見据え、計

画的・継続的な指導を進めることが大切です。 

これまで各中学校区を中心に「小中連携教育」に取り組み、学びや学校生活

のルール作りはもとより、小中学校教員が授業の交流を行うことにより教科の

系統性の確認や、子どもたちが不安なく中学校へ進学するための実践を積み重

ねてきました。 

今後は、９年間の連続した学びの成果をさらに引き出すために教育課程の編

成・実施・評価を一層推進することが求められます。異年齢集団との関わりを

通してコミュニケーションや活動などの相互交流の機会が増えることから、児

童生徒間で憧れや思いやりの心情が育まれます。また、自尊感情の高まりによ

り不登校生徒の減少にもつながることが期待できることから、目指す子どもの

姿を共有した「小中一貫教育」の導入を望みます。 

 

 

   昨年度の提言を踏まえ、具体的な施策を進めるためにも、子どもたちが互い

の良さを知り、刺激し合うことができる人数の中で、以上の４つの視点を柱と

した教育活動ができる学校を今後、保護者や地域の理解・支援のもと計画的に

整備していくことが求められていると考えます。 
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甲賀市小中学校教育のあり方審議会 委員 
 

No 氏名 区分 

１ 狩野 秀樹 学識経験者 

２ 伊藤 孝子 学識経験者 

３ 中西 三夫 地域団体代表 

４ 山田 昭 未就学児・小中学校保護者代表 

５ 池田 静香 未就学児・小中学校保護者代表 

６ 前川 志津子 教育関係者 

７ 青木 秀樹 教育関係者 

８ 八木 正隆 行政機関関係者 

９ 中野 和彦 教育委員会が適当と認める者 

 

 


